





A study on the ‘State Sector Advances, Private Sector Retreats’ 
Phenomenon in China's Auto Industry
XIANG Yu
In China, the auto industry is classified as the industry which state-owned enterprises
（SOEs）play a relatively dominant role, and auto market is a typically competitive one 
where SOEs and private firms coexist. Based on this basic recognition, in this paper, 
specific attention is given to the current trends in the resolution of structural issues of 
China's auto industry. It is found that while the consolidation policy is improving the 
superiority of SOEs, the indigenous brand promotion policy is playing a role in promoting 
the growth of private firms. Therefore, maybe the thinking of either ‘state sector advances, 
private sector retreats’ or ‘state sector retreats, private sector advances’ is not appropriate 
for China’s auto industry.
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順　位 182 223 258
企業名 東風汽車 上海汽車 第一汽車
売上高 39,402 33,629 30,237
2011 年
順　位 145 151 197
企業名 東風汽車 上海汽車 第一汽車
売上高 55,748 54,257 43,434
2012 年
順　位 130 142 165 475
企業名 上海汽車 東風汽車 第一汽車 吉利
売上高 67,255 62,911 57,003 23,356
2013 年
順　位 103 141 146 336 477 483
企業名 上海汽車 第一汽車 東風汽車 北京汽車 吉利 広州汽車
売上高 76,234 64,886 61,722 33,375 24,550 24,145
2014 年
順　位 85 111 113 248 366 466
企業名 上海汽車 第一汽車 東風汽車 北京汽車 広州汽車 吉利
売上高 92,025 75,006 74,008 43,324 32,776 25,768
2015 年
順　位 60 107 109 207 362 477
企業名 上海汽車 第一汽車 東風汽車 北京汽車 広州汽車 吉利



























































ン 500 世界 500 大企業には 130 位、142 位、165 位に国有自動車メーカー 3 社が入っていて、
一見するとこれらが世界の有力自動車メーカーの仲間入りをしたように見える。しかし、実際























1953 年に第一汽車が建設された以降、大躍進期（1958 ～ 1960 年）には、南京汽車製造厰、
北京汽車製造厰などの商用車メーカーも続々と誕生した。60 年代～ 70 年代初頭にかけて、文
化大革命の自力更生政策によって、自動車産業を地方の工業化促進のテコとして、「一省一工場」


































































「内需拡大」と「構造調整」を今後 3年間（2009 ～ 2011 年）の主要任務とする「自動車産業調
整振興計画」を発表した。生産・販売目標、自動車消費環境と市場需給構造の改善、業界合併
再編の強化、自主ブランド車・新エネ車発展の促進などに対して具体的な目標を示した。また
年間自動車生産販売台数 200 万台以上の集団が 2～ 3 社、100 万台以上の集団が 4～ 5 社を育




車だった。2009 年 5 月、広州汽車は湖南省長沙市の地方国有企業であり、主に SUVを生産す
る長豊汽車の 29％の株式を取得して筆頭株主になり、社名を「広汽長豊汽車」に変更した。さ
らに 2010 年 4 月、広州汽車は浙江吉奥汽車（以下、吉奥汽車）を買収した。これは国有企業
による民営企業買収の初めてのケースだった。







する吉奥汽車は 2003 年に設立された民営企業である。同社は浙江省と山東省で 3か所の完成
車工場を持ち、ピックアップ、SUVと微型車を生産していたが、約 30 万台の生産能力に対して、
年間販売量はわずか 5万台未満だった。





























に、2013 年 8 月に完全子会社の広州汽車乗用車に対して 7億元の増資を行うと公表し、3か月
後に、合弁会社の広州汽車中興（宜昌）汽車有限公司（以下、広汽中興）が設立された。持株
比率は広州汽車乗用車 40％、中興 60％である。














































































モデルを開発すると発表した。2008 年 4 月に、その自主ブランドを「理念（EVERUS）」と命














比率の業界平均はおよそ 1％～ 2％に過ぎず、先進国の多国籍自動車企業の 5％～ 8％はともか
く、吉利などの民営企業の 5％超と比べても、低すぎるレベルである（張、2008；王、2014）。





























37.53 28.39 25.18 14.97 12.17 8.5 6 4.75
研究開発費 /
売上高（％）
















取り、自動車産業に参入した。1998 年 8 月、軽型バスの生産許可を転用して密かに生産した乗
用車第一号の「豪情」がラインオフした。それから 3年以上が経ち、国家経済貿易委員会が


















利は海外企業の買収に乗り出した。2009 年 3 月に、吉利はオーストラリアの自動変速機メー
カー、ドライブトレイン・システムズ・インターナショナル（DSI）を買収し、また 2010 年 8





2000 年以降、自主ブランド乗車市場は主に 4つの発展段階を辿ってきた。2000 ～ 2003 年ま
では第 1段階であり、この時期には自主ブランド乗用車は新興のローエンド市場に参入して、
シェアを急速に拡大し、夏利、QQ、福美来などの人気商品が誕生した。2004 ～ 2008 年は第 2
段階であり、この時期には民族メーカーや合弁メーカーなどの競合者がますます多くなり、市
場が拡大しつつある。自主ブランド乗用車の販売量は引きつづき増大し、市場シェアはほぼ横
ばいで推移していた。2009 ～ 2010 年までは第 3段階である。リーマンショック後に実施され
た小型乗用車の「取得税半減」などの政策が功を奏して、自主ブランド乗用車の販売量とシェ















2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年
1 奇瑞 奇瑞 奇瑞 上汽通用五菱 上汽通用五菱 長安
2 BYD BYD 吉利 長城 長安 長城
3 一汽轎車 吉利 長城 吉利 長城 吉利
4 吉利 一汽轎車 BYD 長安 奇瑞 奇瑞
5 長城 長城 一汽轎車 BYD BYD 江淮
6 長安 江淮 長安 奇瑞 吉利 衆泰
7 江淮 長安 東風乗用車 上汽乗用車 東風柳州 広汽乗用車
8 華晨 海馬 江淮 華晨 北京 海馬
9 上汽乗用車 上汽乗用車 上汽乗用車 江淮 江淮 上汽乗用車














































































１） 直近のデータを見てみると、2015 年、中国の自動車生産と販売はそれぞれ 2450.33 万台と 2459.76 万
台となり、そのうち、乗用車の生産・販売量は初めて 2,000 万台の大台を突破し、それぞれ 2107.94
万台と 2114.63 万台に達した。乗用車が中国自動車市場の 86％も占めた。
２） 中国では「乗用車」は、基本型乗用車、 SUV、 MPV、乗貨両用車（Crossover Passenger Vehicle）の
総称である。そして「基本型乗用車」とは、ツーボックス且つ最大乗車人数が 5人以内、または、スリー
ボックス且つ最大乗車人数が 9人以内の乗用車を指す。




５） 例えば 1994 年に発表された「自動車工業産業政策」では、「20 世紀内に、2～ 3 社の相当の実力を備
えた企業、および 6～ 7 社の中堅企業を育てる。（中略）2010 年までに 3～ 4 社の国際競争力を有す
る大型自動車企業集団を形成させる（第 2条）」という具体的な数値目標が設定された。
６） 第一汽車、東風汽車と上海汽車の 3大自動車集団を指す。
７） 2008 年末時点では、自動車関連の中央企業は第一汽車、東風汽車、長安汽車などの 7社があった。
８） 広州汽車吉奥の資本金は 12 億 6,000 万元であり、吉奥は土地・建物などを現物出資して 49％の株式
を取得した。













17） この指摘は全国乗用車市場情報連合会の元秘書長・饒達が 2012 年 1 月に行われたものである。
18）第一汽車の紅旗とほぼ同じ時期に、上海汽車も鳳凰ブランド（後、“上海” に改名）のセダンを生産・
販売していた。
























研究所・中国経済新論シリーズ（2015 年 10 月 21 日掲載、http://www.rieti.go.jp/users/china-tr/
jp/151021kaikaku.htm）。



















て―」『立命館経営学』第 51 巻第 5号、pp.165-182。

